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物  質  名 3-クロロプロペン ＤＢ－21 

別   名 
塩化アリル 
アリルクロリド 
クロロアリレン 

C A S 番号 107-05-1 
PRTR 番号 第 1種 91 
化審法番号 2-123 

構 造 式 
 
 
 
 
 

分 子 式 C3H5Cl 分 子 量 76.52 
沸 点 44～45 ℃ 1） 融 点 －134.5 ℃ 1） 
蒸 気 圧 39.3 kPa(295 mmHg)(20℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 3.18 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） －0.24 3） 水 溶 性 0.36重量% 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 425 mg/kg 5）  
 マウス 吸入 LC50 11,500 mg/m3 (2ｈ) 5）  
 ラット 経口 LD50 460 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 11 g/m3 (2ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ウサギ及びネコに 0、206 mg/m3を 3ヶ月間（6時間/日、6日/週）吸入させた結果、ウサギで
は 1 ヶ月後に末梢神経の損傷、2 ヶ月後に四肢の筋力低下、歩行機能の低下を認め、麻痺状
態に至ったものもみられた。この他、肺及び肝臓の相対重量の増加、末梢神経繊維の変性を

認めた。ネコでは暴露期間の後半に筋肉の衰弱と歩行機能低下を認めた 6）。 
・ラット及びウサギに 17 mg/m3を 5ヶ月間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、両種ともに
末梢神経等への影響を認めなかった。この結果から、NOAELは 17 mg/m3（暴露状況で補正

；3 mg/m3）であった 6）。 
・Fischer 344ラット及び B6C3F1マウスに 0、3、9、30、60 mg/m3を 3ヶ月間（6時間/日、5日

/週）吸入させた結果、暴露 1 ヶ月後に 60 mg/m3群で雄マウスの肝臓に急性凝固壊死を認め

た 7）。 
・Donryuラットに 31、156、313 mg/m3を 34週間（8時間/日、5日/週）吸入させた結果、313 mg/m3

群で四肢の脱力、尾部の感覚神経、運動神経の刺激伝導速度の低下、神経活動電位の低下を

認め、156 mg/m3群では神経活動電位の振幅低下を認めた 8)。この結果から、NOAEL は 31 
mg/m3（暴露状況で補正：7.4 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラット及びニュージーランド白ウサギに 0、95、950 mg/m3を、ラットでは妊

娠 6日目から 15日目（7時間/日）まで、ウサギでは妊娠 6日目から 18日目（7時間/日）ま
で吸入させた結果、950 mg/m3群の母ラット及び母ウサギで体重増加の抑制、肝臓重量の増

加、母ラットで腎臓重量の増加を認めた。また、両種とも、950 mg/m3群の仔で骨格の発達

に若干の遅延がみられたが、黄体、着床卵子、生存胎仔／出生仔、吸収胚の発生率に影響を

認めなかった 9)。 
・ラットに 0、80 mg/kg/dayをコーン油に添加して妊娠 1日目から 15日目まで腹腔内投与した
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結果、母ラットの心臓、肝臓、脾臓、腎臓の重量及び吸収胚の有意な増加を認めたが、組織

病理学的な変化は認めなかった。また、仔では水腫、短い口吻と突出した舌の異常がみられ

たが、内臓、骨格に異常を認めなかった 10)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の液体が眼に接触すると、重度の刺激と角膜損傷を引起こし、その結果、視力障害及

び失明につながることがある。蒸気は眼を刺激し、長期間の皮膚接触は重度の熱傷又は慢性

的な痛みを引起こす 11)。 
・スルホン酸アルキルナトリウムを製造する工場の調査では、Ａ工場で 26人が 2.6～6,650 mg/m3

の本物質に 2.5ヵ月～6年間、Ｂ工場では 27人が 0.2～25.13 mg/m3の本物質に 1～4.5年間暴
露されており、Ａ工場の 19人で衰弱、感覚異常、末端の麻痺が観察され、そのうち 10人に
神経筋電図検査で異常を認めた。また、Ｂ工場の労働者にも軽度の類似した症状がみられ、

神経筋電図検査で 13 人に軽度の異常を認めた。このように、本物質の慢性的な暴露によっ
て多発性の神経障害が引き起こされていた 12）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 13) 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに
対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 14) TLV-TWA 1 ppm（3 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量は設定できなかった。 
 吸入暴露については、ウサギとラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 17 mg/m3（末

梢神経等への影響）を採用し、暴露状況で補正して 3 mg/m3とし、試験期間が短いことから 10
で除した 0.3 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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